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上田女子短期大学第36回児童文化研究大会報告
　　　　　　　　　日　時：平成25年６月16日㈰　午前10時～12時
　　　　　　　　　会　場：上田女子短期大学　北野講堂
　　　　　　　　　講　演：いま、子どものからだと心を考える！
　　　　　　　　　　　　　　～元気のための４つの提案～
　　　　　　　　　講　師：野井　真吾先生（日本体育大学　体育学部教授）
　講師紹介　
　1968年、東京都生まれ。日本体育大学大学院体育科学研究科博士後期課程修了。
博士（体育科学）。東京理科大学・専任講師、埼玉大学・准教授、日本体育大学・准
教授を経て現職（日本体育大学・教授）。子どものからだと心・連絡会議 議長。学
校保健学、教育生理学、発育発達学、体育学を専門領域として、子どもの“からだ”
にこだわった研究を続けている。具体的には、子どものからだ、心、生活が「どこ
かおかしい」、「ちょっと気になる」という保育・教育現場の先生方、あるいは子育て
中のお母さん、お父さんの“実感”をたよりに、子どもの“からだ”にこだわって“事実”
を明らかにし、その“実体”を追究する研究活動に努めている。
　主な著書
『子どものケガをとことんからだで考える』（旬報社）
『からだの“おかしさ”を科学する』（かもがわ出版）
『ここが“おかしい”!?　子どものからだ』（芽ばえ社）
『学校で実践！子どものからだ・心づくり』（教育開発研究所）
『子どものからだと心白書』（ブックハウス・エイチディ）
『きらきらキッズに変身』（かもがわ出版）　等
　内容
　　平成25年度の児童文化研究大会は、日本体育大学体育学部教授の野井真吾氏を招
き、講演会「いま、子どものからだと心を考える！～元気のための４つの提案～」を
開催した。
　　野井氏は、現代の子どもたちの自律神経機能（からだ）や前頭葉機能（心）には、愕
然とする現実と問題が存在していることを、詳細なデータを提示しエビデンスを踏
まえながら明快に説明された。その上で、今後の解決へ向けた貴重なご提言をされた。
　　野井氏は、大学での教育・研究のみならず、保育支援事業として、保育園等への
巡回や子どもたちの長期キャンプの活動にも携わっておられる。その豊富な経験と
実績に基づいた、実に印象的な講演であった。
　　当日は、本学の卒業生や幼児教育・保育に関わる方々、そして子育て中の若い保
護者や養護教諭の方々も多くお越しになり、講演後の質疑応答も活発に行われた。
幼児教育学科１年生も全員が聴講し、参加者数は報道関係者も含め約180名であった。
